
宅
姓
告
は
不
明
で
あ
る
。
袈
L
M
q
討
の
授
韓
国
間
役
と
な
一
筒
し
て
国
闘
を
占
領
し
た
の
で
、
話
前
は
全
〈
一
俊

一
主
将

と
し
、

丹
羽
艮
努
・
羽
柴
秀
吉
・
前
凶
利
家
を

一
臣
次
郎
兵
菌
、
J
J

創
世
相
に
毛
利
九
郎
兵
置
・
三
戸
国

-

司
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

一
同
と
な
り
、
割
問

N

は
守
満
代
子
し
て
坂
北
地
売
官

一
之
に
従
は
し
め
、
諸
理
加
賀
に
入
り
、
手
取
川
を
越

一
A
次
郎
、
御
幸
塚
按
に
徳
山
少
左
衛
門
‘
寺
井
三
堂
=

-

オ
章
子

御
舘

穂
美
部
経
故
郷
に
臨
す
る
部
稿
。

一
L
、
七
回
出
額
湖
は
上
七
加
を
、
杉
浦
玄
刊
は
足
羽
山

一
え
た
が
、
設
〈
も
な
〈
出
際
世
止
め
、
御
幸
四
持
械
を

一
山
に
安
井
左
近
、
大
型
寺
城
に
奔
岨
四
五
左
衛
門
を
畳

一
山
日
記
聞
嵐
長
五
年
設
井
畷
合
即
時
の
僚
に
、
『
稲
恒
呉
布

一
を
、
下
川
和
山
市
は
大
野
市
を
官
L
、
若
林
M
N
門
も
亦

一
修
め
て
佐
久
間
続
政
の
民
館
と
し
、
大
空
寺
坂
に
肪

一
い
て
土
鐙
の
銀
に
慌
て
た
。
こ
の
年
能
載
の
沼
弁
景

衛
門
共
外
政
草
笛
矯
口
に
馳
付
、
鳥
山
村
・
御
船
村

一
来
っ
て
矧
胤
と
共
に
軍
出
作
品
V
し
た
o
八
月
一
撚
等

一
家
の
郎
兵
売
止
め
、
十
月
三
日
出
陀
に
凱
旋
し
た
o

一
隆
・一
二
宅
長
峨
等
勢
漸
〈
援
は
ざ
る
を
以
て
、
除
を

こ
J
加
に
火
を
蹄
鍛
ホ
る
0
』
と
見
え
る
o
叉
能
奨
市
名

士
及
に
地
ん
で
近
江
に
乱
入
し
、
叉
附
脱
水
，
円
減
に

一
こ
れ
一
は
七
地
城
が
附
に
陥
wm
し
て
出
附
の
阿
約
を

一
信
長
に
前
う
た
が
、
信
長
は
之
荷
宥
し
、
九
年
三
見

附
総
に
、

ζ
の
村
に
銭
印
刷
と
奴
L
、
十
間
前
の
地
が
士
下
問
筑
後
、
鉢
伏
減
に
大
川
郭
修
等
、
剛
山
打
以
に
利

一
失
っ
た
の
と
、

一
は
大
和
志
社
械
に
依
っ
て
反
餓
を

↑
官
昆
長
劉
・前
倒
利
家
・訊
凶
行
前
売
地
は
し
て
似
に

あ
っ
て
、
今
に
古
銭
の
帥
附
け
た
の
が
出
る
と
あ
る
。

士
山
本
提
寺
、
山
刷
局
峠
に
七
回
出
削
川
の
協
隊
所
む
い
て

一
開削
し
た
松
木
久
努
や

e

討
伐
す
る
必
裂
が
あ
っ
た
に

ω一
能
駕
の
州
棋
を
管
せ
し
め
、
八
且
こ
れ
を
利
家
の
防

オ
h
F
チ

御
館
用
羽
咋
郡
押
水
中
庄
に
図
す
る
部

J
L
を
守
仰
せ
し
め
た
o

一
司令
o
n
E
に
来
っ
て
加
賀
の
市
ご
部
は
信
長
の
有
と
な

一
領
た
ら
し
め
た
。
十
年
三
月
信
徒
は
武
附
肪
矧
と
開

訴
。
元
総
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、
『
此
腕
城
跡
屋

一
C

C
信
長
の
越
前
・
加
賀
川
M
入
1
信
長
は
天
百
三
年

一
。
、
北
二
部
は
謙
信
の
努
力
飽
問
と
な
っ
て
、
そ
の

一
戦
し
た
が
、
勝
額
は
信
長
が
裂
し
た
と
の
間
併
を
流

出
削
椛
之
内
に
昔
年
村
宜
巾
に
付
、
御
船
村
と
唱
巾
尚

一
八
且
十
二
日
法
然
岐
阜
宇
一
殺
し
て
北
陸
道
に
向
か
う

一
衝
突
怖
に
悶
腿
の
聞
に
泊
っ
た
が
、
六
年
三
月
謙
信

一
布
L
、
越
中
の
一
伎
を
動
か
し
て
信
長
の
勢
力
を
明

巾
偲
候
。』
と
記
す
る
。

一
た
。
加
賀
・
越
前
の

一
向
一

俊
之
奇
聞
い
て
、
悦
を

一
政
し
て、

総
削
柏
町
は
忽
ち
枯
限
に
械
行
す
る
自
闘
を

一
か
ん
と
し
た
。
是
に
於
い
て
小
限
四
六
左
衛
門
・
川
崎
人

オ
生
チ
J
Z
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ
御
館
宮
神
社

能
奨

一
竪
く
し
信
長
軍
に
常
ら
ん
と
し
た
が
、
努
吉
の
一
際

一
得
る
ζ

と
に
な
り
、
七
年
に
は
佐
々
成
政
を
越
中
に

一
式
部
は
一
授
に
将
と
し
て
利
保
越
中
守
長
住
ぞ
お
山

郁
二

口
(今
回
二
ロ
〉
に
在
っ
た
o
式
内
等
部
枇
記
に
、
一
は
十
五
日
海
そ
渡
っ

て
河
野
捕
に
上
限

L
、
新
城
を

一
入
れ
て
宮
山
械
に
治
せ
し
め
、
柴
制
勝
家
は
加
賀
の
一
一
械
に
阻
ん
だ
か
ら
、
総
凶
氏
り
将
暗
記
聞
腕
家
・
前
回

『
御
飴
宮
御
枇
O

板
津
郷
二
日
村
銀
座
。
今
総
-一
春
日

一
攻
め
て
若
林
長
門
を
敗
走
せ
し
め
、
次
い
で
杉
出
・
一
一
向
一
俊
討
伐
に
従
う
た
o
八
年
間
三
月
信
長
と
本

一
利
家
・佐
々
成
政
・佐
久
間
成
政
等
往
い
て
小
向
町
等
を

社
↓
笛
祉
也
O
』
と
あ
る
o
能
美
郡
各
政
誌
に
は
、
こ
一
木
目
・鉢
伏
等
の
諸
問
引
や
一
陥
れ
、
制
一
一
一
日
本
管
脅
府
一
願
寺
と
の
総
和
成
っ
た
o
是
を
以
て
勝
家
は
信
長
の

一
平
ら
げ
た
o
次
い
で
諸
怖
は
、
魚
津
城
に
民
た
上
彩

の
村
の
祉
を
御
館
の
宮
と
い
ひ
、
附
近
に
涜
鏑
脂
の

一
中
か
ら
一

采
谷
に
移
し
た
が
、
こ
の
昨
柴

m勝
家
以
一
命
中
-
受
け
て
、
加
賀
の
一
伐
と
交
渉
や
-
開
始
し
、
金

一
同封勝
の
黛
尻
一
一品
左
京
・
鍛
孫
左
衛
門
を
攻
め
、
六
且

脳
揚
と
い
ふ
が
残
っ
て
ゐ
る
と
肥
す
る
o
岡
部
に
ま

一
下
の
先
仰
は
巴
に
加
盟
に
入
っ
た
と
の
抑
制
を
得
た
。
一
概
御
切
を
牧
め
ん
と
し
た
が
、

一
授
は
之
に
反
抗
し

一
=
一
日
之
世
陥
務
せ
し
め
た
が
、
信
長
は
そ
の
前
日
京

た
こ
の
村
に
御
所
の
館
と
抑
制
す
る
地
が
あ
り
。
古
へ
一
什
八
日
信
長
は
関
駅
寺
に
入
。
、
先
陣
は
江
川
山
・能

一
て
、
防
門
地
中
'手
取
川
に
泌
摂
し
た
。
勝
家
大
に
怒
り
、
一
部
に
於
い
て
明
智
光
努
の
試
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

三
賀
院
門
跡
の
住
ん
だ
地
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
御

一
決
を
占
領
し
た
り
で
、
史
に
b
山
地
せ
ん
こ
と
そ
印
刷
う

一
柴
川
勝
政
・佐
久
間
服
政
二
人
中
-
訟
は

L
、
加
到
の

一
た。

似
の
宮
と
聞
係
の
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
今
は
二
ロ

一
た
が
閉
さ
ず
、
納
屋
・
大
相
寺
二
械
に
戸
次
右
近
を

一
各
地
育
政
側
せ
し
め
た
。
金
抑
制
的
も
亦
こ
の
時
に

一

オ
生
ヒ
デ
チ
カ

織
田
秀
親

織
間
有
祭
の
尚
で
・

春

日

制

祉

と

鰐

す

る

。

一

置

き

、
加
賀
の
荷
境
少
・
確
保
す
る
に
止
め
た
。
策
L
一
於
い
て
そ
り
攻
陥
す
る
肪
と
な
っ
た
。
こ
の
後
勝
家

一
信
協
守
禿

一
の
子
。
大
利
柳
本
一

部
石
の
額
引
で
あ

オ
ダ
ノ
プ
ナ
ガ

銭
田
信
長
(
一

〉
一
向
一

授
の

一
依
り
に
北
地
し
て
上
杉
謙
信
と
術
突
す
る
荷
避
け
た

一
は
、
羽
れ
氏
の
治
医
苦
削
某
が
、
一
向
一
伎
の
首
領

↑
っ
た
。
泊
稿
段
物
。
延
貸
元
年
将
軍
に
初
見

L
、
貞

践
例
占
領

l
天
正
元
年
織
田
信
長
の
羽
合
義
景
を
亡

一
の
で
あ
ら
う
。
附
し
て
信
回
目
は
九
月
二
日
般
原
寺
青

一
岸
削
泊
徳
と
共
に
、
江
泊
測
山
巾
械
に
m
H
た
の
を
陸

一
写
四
年
九
且
二
十
七
日
家
慌
を
制
約
し
た
が
、
資
永

ぼ
す
や
、
信
長
は
羽
倉
氏
の
出
国
臣
桜
悶
怖
剛
山耐
{
寸
長
俊

一
茨
い
て
北
庄
に
砂
り
、
戦
後
の
臨
む
脅
定
め
、
柴
山

一
白
、
十
月
叉
柴
凶
勝
政
等
そ

凶
十
甲
山
川
怨
能
川
の
内
の
小
子。

オ
タ
ー
ー
オ
チ


